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ここが聞きたい

学校視察

特集 区長に聞く

子どものための教育・
保育給付費に ９２２４万円

4議員が一般質問

町内８小中学校訪問

追越行政区

02

04

11

12

三陸復興国立公園
みちのく潮風トレイル
日本ジオパーク認定

暮らし 人
2 月 号 ( F e b r u a r y )

～～　「　大　蛇　さ　ざ　波　歩　道　橋　」　完　成　～～
　津波避難路を兼ねたＪＲ八戸線を跨ぐ歩道橋が完成し、地域住民、大蛇小学校児童や関係者が出席し、12月22日に
歩道橋の渡橋式が行われました。（写真は、歩道橋の完成を祝いテープカットをする関係者）
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第 ８ 回
12月定例会

12 月定例会

子
ど
も
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
９
２
２
４
万
円

教
育
・
保
育
給
付
費
に７

４
３
０
万
円
を
減
額
補
正

　平成 27年第 8回定例会を 12 月 8日開会し、12 月 11 日閉会しました。
　今回の議会では、条例制定 1件、条例の一部改正 1件、補正予算 5件、その
他1件、計8件が上程されました。審議の結果、いずれも全会一致で可決しました。
他に陳情 2件を採択、議会案 1件を可決。一般質問は、4人の議員が行いました。

し
、
諸
収
入
に
５
万
円
を
増
額

し
ま
し
た
。

▽
27
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

３
９
０
４
万
円
を
減
額
補
正

し
、
予
算
総
額
は
12
億
３
９
９

７
万
円
。

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
９
３

０
万
円
、
支
払
基
金
交
付
金
１

１
２
０
万
円
、
県
支
出
金
５
７

０
万
円
、
繰
入
金
１
２
８
４
万

円
を
減
額
し
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
保
険
給
付
費
４
０

０
０
万
円
を
減
額
し
、
基
金
積

立
金
96
万
円
を
増
額
し
ま
し

た
。

▽
27
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特

　

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

46
万
円
を
増
額
補
正
し
、
予

算
総
額
は
３
億
１
０
１
５
万

円
。

　

歳
入
は
、
分
担
金
及
び
負
担

金
２
０
０
万
円
、
諸
収
入
１
１

２
万
円
、
町
債
５
５
０
万
円
を

増
額
し
、
国
庫
支
出
金
５
５
０

万
円
、
繰
入
金
２
６
７
万
円
を

減
額
し
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
施
設
管
理
費
46
万

円
を
増
額
し
ま
し
た
。

▽
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

７
４
３
０
万
円
を
減
額
補
正

し
、
予
算
総
額
は
59
億
８
７
２

５
万
円
。

　

歳
入
（
収
入
）
は
、
地
方
交

付
税
１
億
７
９
６
９
万
円
、
分

担
金
及
び
負
担
金
２
４
０
万
円
、

県
支
出
金
２
５
０
２
万
円
等
を

増
額
し
、
国
庫
支
出
金
２
４
４

３
万
円
、
繰
入
金
２
億
１
４
１

６
万
円
、
諸
収
入
１
５
６
万
円
、

町
債
４
１
５
０
万
円
を
減
額
し

ま
し
た
。

　

歳
出
（
支
出
）
は
、
議
会
費

１
８
５
万
円
、
民
生
費
１
億
１

９
４
５
万
円
、
農
林
水
産
業
費

２
０
３
万
円
を
増
額
し
、
総
務

費
１
２
４
１
万
円
、
衛
生
費
２

８
０
８
万
円
、
土
木
費
１
億
３

６
２
４
万
円
、
教
育
費
８
９
３

万
円
、
予
備
費
１
１
０
８
万
円

等
を
減
額
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
障
害

者
福
祉
に
係
る
扶
助
費
に
２
３

３
８
万
円
、
子
ど
も
の
た
め
の

教
育
・
保
育
給
付
費
に
９
２
２

４
万
円
、
大
蛇
漁
港
内
の
転
石

撤
去
に
係
る
漁
港
維
持
工
事
費

１
９
４
万
円
等
で
す
。

▽
27
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

１
４
７
３
万
円
を
減
額
補
正

し
、
予
算
総
額
は
20
億
７
８
９

０
万
円
。

　

歳
入
は
、
繰
入
金
１
４
７
３

万
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
保
険
給
付
費
８
３

４
万
円
を
増
額
し
、
予
備
費
２

３
０
８
万
円
を
減
額
し
ま
し

た
。

▽
27
年
度
漁
業
集
落
排
水
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

　

号
）

　

予
算
総
額
を
変
え
ず
に
、
歳

入
の
繰
入
金
５
万
円
を
減
額

木のおもちゃにふれあう親子

平成 2 7年度　各会計の補正予算額

※金額は、すべて表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。

区　　　　　　分 補　正　額 → 予 算 総 額

一 　 　 　 　 般 　 　 　 　 会 　 　 　 　 計　 　（ 第 3 号 ） △ 7,430万円 → 59億8,725万円

特
別
会
計

国 　 民 　 健 　 康 　 保 　 険 　（ 第 2 号 ） △ 1,473万円 → 20億7,890万円

漁 業 集 落 排 水 事 業　 （ 第 2 号 ） 0万円 → 3,960万円

介 　 　 　 護 　 　 　 保 　 　 　 険　 （ 第 3 号 ） △ 3,904万円 → 12億3,997万円

公 　 共 　 下 　 水 　 道 　 事 　 業 　（ 第 2 号 ） 46万円 → 3億1,015万円
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12 月定例会

■
条
例
の
制
定

▽
階
上
町
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
よ

る
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
し
、
必

要
事
項
を
定
め
る
た
め
の
条
例

制
定
。

■
条
例
の
一
部
改
正

▽
階
上
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
地
方
税
の
猶
予
制
度
の

見
直
し
に
係
る
規
定
の
整
備
、

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
す
る
た

め
の
一
部
改
正
。

■
そ
の
他

▽
物
品
の
買
入
れ
に
つ
い
て

　

名　
　

称　

除
雪
グ
レ
ー
ダ

　

数　
　

量　

１
台

　

買
入
金
額　

３
７
８
０
万
円

　

契
約
者　

　
　

コ
マ
ツ
建
機
販
売
㈱
東
北

　
　

カ
ン
パ
ニ
ー
八
戸
支
店

■
陳
情
・
意
見
書
・
選
挙

▽
地
域
材
の
利
用
促
進
に
関
す

る
陳
情
書

　

陳
情
者　

三
八
地
区
林
業
・

木
材
産
業
振
興
協
議
会

（
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付

託
。
採
択
。）

▽
年
金
積
立
金
の
専
ら
被
保
険

者
の
利
益
の
た
め
の
安
全
か
つ

確
実
な
運
用
に
関
す
る
意
見
書

（
決
議
）
の
採
択
を
求
め
る
要

請
書

　

陳
情
者　

日
本
労
働
組
合
総

連
合
会
青
森
県
連
合
会
三
八
地

域
協
議
会

（
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
付

託
。
採
択
。）

▽
年
金
積
立
金
の
専
ら
被
保
険

者
の
利
益
の
た
め
の
安
全
か
つ

確
実
な
運
用
に
関
す
る
意
見
書

　

提
出
先　

国

▽
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び

補
充
員
の
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理

委
員
会
の
委
員
及
び
補
充
員
の

選
挙
が
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
、
指
名
推
薦
で
行
わ

▽
階
上
町
監
査
委
員
に
選
任
す
る

者
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て　

　

１
人
の
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
三
上
孝
八
氏
を
監
査
委
員
に

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

向井 文男氏 十文字 倉男氏 高階 繁雄氏 平野 建悟氏

【
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
】

　
　

山　

道　
　
　

雄　

氏

　
　

根　

岸　

春　

雄　

氏

　
　

濱　

谷　

孫
四
郎　

氏

　
　

中　

田　

牧　

子　

氏

更新される除雪グレーダ

【
選
挙
管
理
委
員
】

条
例
の
制
定
・

改
正
・
そ
の
他

　

平
成
27
年
第
７
回
臨
時
会
が
11
月

10
日
に
召
集
さ
れ
、
議
案
審
議
の
結

果
、全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
７
回
臨
時
会

れ
、
次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。

三上 孝八氏
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長 根 岩 夫 　議員

　
　
　
　

下
水
道
の
接
続
率

　
　
　

及
び
受
益
者
負
担
金

　
　
　

の
徴
収
率
は
。
負
担

金
の
徴
収
猶
予
を
す
る
土
地

と
は
。
私
道
へ
の
本
管
布
設

の
根
拠
と
整
備
の
手
続
き
は
。

接
続
奨
励
金
制
度
の
利
用
実

績
と
効
果
は
。

　
　
　
　

地
方
創
生
に
係
る

　
　
　

施
策
で
あ
る
、
雇
用

　
　
　

の
創
出
、
定
住
促
進

や
子
育
て
支
援
等
の
課
題
に

つ
い
て
、
施
策
の
趣
旨
説
明

を
行
い
、
町
民
へ
広
く
周
知

す
べ
き
と
考
え
る
。

　

ま
た
、町
で
企
画
、立
案
す

る
施
策
の
内
容
と
事
業
規
模
は
。

　
　
　

町
長　

行
財
政
改
革

　
　
　

に
よ
り
、
職
員
数
を

　
　
　

平
成
21
年
度
１
０
０

人
ま
で
減
員
し
た
が
、
国
・

県
か
ら
の
移
譲
事
務
や
事
務

の
繁
雑
化
に
よ
り
時
間
的
、

　
　
　

町
長　

町
の
施
策
に

　
　
　

つ
い
て
、
現
在
平
成

　
　
　

28
年
度
予
算
の
編
成

と
あ
わ
せ
て
作
業
中
で
、
雇

用
の
創
出
は
ハ
マ
の
駅
整
備

活
用
事
業
、
定
住
自
立
は
空

き
家
バ
ン
ク
事
業
、
子
育
て

支
援
は
基
礎
学
力
向
上
事
業

な
ど
を
検
討
中
。

　

国
の
予
算
規
模
は
８
月
の

概
算
要
求
で
、
28
年
度
地
方

創
生
の
新
型
交
付
金
が
１
０

８
０
億
円
、
事
業
費
ベ
ー
ス

２
１
６
０
億
円
で
、
現
時
点

に
お
い
て
詳
細
は
未
定
。

　
　
　
　

町
が
実
施
す
る
公

　
　
　

共
事
業
や
営
利
に
係

　
　
　

る
事
業
に
つ
い
て
、

採
算
性
を
見
極
め
な
が
ら
定

期
的
な
事
業
の
見
直
し
、
評

価
が
必
要
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
町
が
行
っ
た
事

業
評
価
の
事
業
名
と
評
価
方

法
は
。
ま
た
、
町
の
健
全
な

財
政
運
営
を
図
る
た
め
に
も
、

外
部
の
意
見
を
聞
く
評
価
委

員
会
等
を
設
け
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
　

町
長　

町
公
共
事
業

　
　
　

再
評
価
実
施
要
綱
に

　
　
　

基
づ
き
、
平
成
20
年

度
に
公
共
下
水
道
事
業
に
つ

い
て
、
再
評
価
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
投
資
効
果
、
進

捗
状
況
等
の
審
議
を
行
い
評

価
を
実
施
。

　

事
業
評
価
方
式
の
採
用
に

つ
い
て
は
、概
ね
５
年
ご
と
の

行
財
政
改
革
大
網
に
お
い
て
、

事
業
の
改
善
や
見
直
し
等
を

実
施
し
て
い
る
の
で
、こ
れ
ら

の
内
容
を
参
考
に
必
要
に
応

じ
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

総
合
政
策
課
長　

公

　
　
　

営
企
業
会
計
に
つ
い

　
　
　

て
、
平
成
27
年
度
か

ら
５
カ
年
の
う
ち
に
適
用
す

る
よ
う
通
知
が
あ
る
が
、
人

口
３
万
人
未
満
の
市
町
村
は
、

で
き
る
限
り
移
行
と
あ
る
た

め
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

建
設
課
長　

今
後
も

　
　
　

所
有
者
、
管
理
者
に

　
　
　

対
し
、
制
度
等
を
Ｐ

Ｒ
し
接
続
向
上
に
努
め
る
。

　
　
　
　

整
備
済
施
設
の
有

　
　
　

効
活
用
の
た
め
に
も

　
　
　

奨
励
金
制
度
等
の
Ｐ

Ｒ
が
必
要
で
あ
る
。
下
水
道

事
業
会
計
に
つ
い
て
、
選
択

可
能
な
企
業
会
計
方
式
が
あ

る
が
、今
後
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

作
成
等
の
検
討
が
必
要
で
は
。

　
　
　

町
長　

下
水
道
接
続

　
　
　

率
は
50
％
。
受
益
者

　
　
　

負
担
金
徴
収
率
は
、

平
成
21
年
度
か
ら
６
カ
年
分

で
約
89
％
。
徴
収
猶
予
は
、

条
例
で
受
益
者
が
納
付
困
難

で
か
つ
土
地
の
状
況
に
よ
り

猶
予
が
必
要
、
災
害
、
盗
難

等
に
よ
り
納
付
困
難
な
場
合
、

申
請
に
よ
り
猶
予
で
き
る
と

し
て
い
る
。
私
道
へ
の
本
管

布
設
に
つ
い
て
は
、
要
綱
を

制
定
し
対
応
。
主
な
要
件
は

４
つ
あ
り
代
表
者
の
申
請
を

受
け
、
こ
れ
ま
で
17
カ
所
で

工
事
を
実
施
。
奨
励
金
制
度

に
つ
い
て
は
、
下
水
道
法
に

基
づ
き
、
21
年
度
の
供
用
開

始
時
に
要
綱
を
制
定
し
早
期

接
続
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

27
年
度
11
月
末
現
在
の
奨
励

金
の
支
出
件
数
は
18
件
、
交

付
額
は
81
万
円
。
そ
の
他
要

綱
に
よ
り
工
事
資
金
の
融
資

あ
っ
せ
ん
、利
子
補
給
、接
続

期
限
の
２
年
延
長
等
を
実
施
。

公
共
事
業
評
価
に
つ
い
て

町
長
／
行
革
大
網
で
、
事
業
改
善
と
見
直
し
を
実
施

地
方
創
生
に
係
る
事
業
の
取
組
に
つ
い
て

町
長
／
ハ
マ
の
駅
整
備
活
用
事
業
等
、
各
種
施
策
を
検
討
中

石
鉢
・
赤
保
内
の
下
水
道
整
備
に
つ
い
て

町
長
／
健
全
な
事
業
運
営
と
接
続
率
向
上
に
努
め
る

　
　
　
　

地
方
創
生
事
業
は
、

　
　
　

積
極
性
が
求
め
ら
れ

　
　
　

る
事
業
で
あ
り
、ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
と
あ
わ
せ
て
、

優
れ
た
職
員
の
採
用
と
養
成
、

意
欲
あ
ふ
れ
る
職
場
環
境
づ

く
り
が
必
要
と
考
え
る
。
職

員
の
採
用
等
に
つ
い
て
対
応

す
る
考
え
は
。

精
神
的
な
負
担
が
増
大
傾
向

に
あ
る
。

　

各
種
研
修
等
を
積
極
的
に

受
講
さ
せ
、
職
員
の
育
成
を

図
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
事
務
遂
行
状
況
や
職
員
の

負
担
状
況
等
を
注
視
し
、
定

員
管
理
計
画
の
中
で
今
後
５

年
で
１
０
５
名
に
増
員
し
て
、

増
加
す
る
事
務
へ
の
対
応
、

町
の
将
来
を
担
う
人
財
育
成
、

活
気
あ
る
職
場
づ
く
り
に
努

め
る
。
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町
長　

町
に
は
農
産

　
　
　

物
も
含
め
た
メ
ニュ
ー

　
　
　

が
ま
だ
で
き
る
可
能

性
は
十
分
に
あ
る
。
商
工
業

者
関
係
機
関
を
含
め
、
各
産

業
団
体
と
も
連
携
協
議
を
し

増
や
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

町
長　

各
層
の
年
代

　
　
　

の
方
々
、
特
に
若
い

　
　
　

世
代
の
方
が
ア
ニ

　
　
　

町
長　

町
で
は
平
成

　
　
　

18
年
度
か
ら
20
年
度

　
　
　

に
か
け
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

　
　
　

町
長　

提
言
に
つ
い

　
　
　

て
は
、
各
方
面
か
ら

　
　
　

情
報
を
収
集
、
共
有

し
な
が
ら
、
今
後
の
参
考
と

す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
取
り
組
み
は

町
長
／
記
念
品
を
11
種
類
に
増
。
更
な
る
Ｐ
Ｒ
と
内
容
の
充
実
を
図
る

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
を

　
　
　

利
用
し
地
域
活
性
化

　
　
　

し
て
い
る
自
治
体
が

多
数
紹
介
さ
れ
、
政
府
も
平

成
27
年
度
か
ら
、
１
割
か
ら

２
割
に
引
き
上
げ
、
更
な
る

改
正
を
視
野
に
い
れ
て
い
る
。

ア
イ
デ
ア
次
第
で
多
く
の
税

収
が
集
ま
る
こ
と
も
可
能
。

町
の
納
税
の
現
状
と
こ
れ
か

ら
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

町
長　

町
の
ふ
る
さ

　
　
　

と
納
税
は
、
平
成
27

　
　
　

年
度
11
月
現
在
ま
で

24
件
２
１
６
万
円
。
こ
れ
ま

で
１
種
類
の
み
だ
っ
た
記
念

品
を
、
今
年
度
か
ら
観
光
施

設
で
あ
る
道
の
駅
は
し
か

み
、
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
階
上
、

わ
っ
せ
交
流
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
、
更
に
町
内
水
産
販
売

店
等
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

記
念
品
メ
ニ
ュ
ー
を
11
種
類

に
増
や
し
た
。
今
後
は
、
町

内
農
業
者
等
多
く
の
関
係
者

か
ら
も
協
力
い
た
だ
き
、
更

な
る
記
念
品
の
多
様
化
、
内

　
　
　
　

納
税
者
に
町
に
お

　
　
　

越
し
い
た
だ
き
、
自

　
　
　

然
や
文
化
等
体
験
し

て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
町

の
活
性
化
・
産
業
の
発
展
に

も
繋
が
る
の
で
は
。
更
に

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て

み
て
は
。

　
　
　
　

納
税
す
る
税
金
の

　
　
　

う
ち
８
割
を
ふ
る
さ

　
　
　

と
納
税
と
し
、
６
割

を
納
税
者
の
ふ
る
さ
と
に
、２

割
を
応
援
し
た
い
地
域
に
納

税
す
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
上
限
１
％
以

内
と
い
う
の
は
ど
う
か
。
ま

た
、
老
後
を
迎
え
る
人
を
、

都
会
に
は
施
設
が
足
り
な
い

の
で
、
地
方
へ
移
住
さ
せ
る

と
い
う
話
を
聞
く
。
地
方
自

治
体
の
負
担
が
大
き
く
な
る

の
で
は
と
危
惧
す
る
。
町
と

し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
発

信
す
べ
き
で
は
。

町
民
に
よ
る
「
町
お
こ
し
」
の
取
り
組
み
は

町
長
／
ふ
る
さ
と
か
だ
り
塾
、
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
養
成

　
　
　

講
座
等
を
開
催
し
、
人
財
育
成
を
図
る

　
　
　
　

近
年
各
市
町
村
に

　
　
　

お
い
て
、
自
発
的
な

　
　
　

町
お
こ
し
・
活
性
化

グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
活
躍
し

て
い
る
。
町
の
現
状
と
町
と

し
て
の
促
進
、
支
援
の
取
り

は
し
か
み
地
域
ア
ニ
メ
ー

タ
ー
養
成
講
座
、
ふ
る
さ
と

か
だ
り
塾
を
開
催
。
延
べ
60

人
の
修
了
者
を
輩
出
し
、
地

区
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
携
わ

る
な
ど
現
在
も
多
く
の
方
が

活
動
し
て
い
る
。

　

町
で
は
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
更
な
る
推
進
を
図
り
、

自
ら
学
習
し
地
域
の
た
め
に

活
動
で
き
る
人
財
の
育
成
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
ふ
る

さ
と
か
だ
り
塾
の
開
催
等
に

よ
る
人
財
育
成
に
つ
い
て
、

今
後
も
検
討
す
る
。

　
　
　
　

養
成
講
座
を
修
了

　
　
　

さ
れ
た
方
々
が
中
心

　
　
　

と
な
り
多
方
面
で
活

躍
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
若

い
人
た
ち
が
自
発
的
に
こ
の

町
を
元
気
づ
け
よ
う
と
、
活

性
化
さ
せ
る
強
力
な
若
い

リ
ー
ダ
ー
が
必
要
な
の
で

は
。
創
造
的
で
魅
力
的
な
活

動
が
で
き
る
よ
う
人
財
の
種

を
ま
き
、
育
成
の
為
に
ア
ニ

メ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、
セ
ミ

ナ
ー
等
の
開
催
を
提
案
す

る
。

組
み
は
。

容
の
充
実
と
共
に
、
町
広
報

誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
町
内

外
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
、
町
の

Ｐ
Ｒ
と
あ
わ
せ
て
ふ
る
さ
と

納
税
の
増
額
に
努
め
る
。

ふるさと納税で選ぶ特産品の一部

メ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
今
の
時
代

を
先
取
り
し
て
い
く
た
め
に

も
、
非
常
に
有
効
な
こ
と
と

考
え
て
い
る
。
要
請
の
あ
っ

た
講
座
等
も
検
討
し
な
が
ら
、

国
が
実
施
し
て
い
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
も
、
い
ろ
い
ろ

な
団
体
に
お
い
て
活
用
し
た

い
と
考
え
て
お
り
、
受
入
れ

体
制
に
つ
い
て
も
模
索
し
て

い
き
た
い
。

「
ふ
る
さ
と
か
だ
り
塾
」

　
　

活
動
の
様
子
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ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
と
充
実
は

町
長
／
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
検
討
す
る

　

町
の
体
育
館
は

２
施
設
だ
け
と
な

り
、
近
年
ま
す
ま
す

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
屋

外
施
設
も
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
３

面
の
み
で
、
他
の
競
技
に
つ

い
て
は
、
小
中
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
借
り
、
練
習
等
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
。
平

成
28
年
６
月
に
は
、
町
主
管

の
郡
総
合
体
育
大
会
・
階
上

大
会
が
開
催
さ
れ
る
。
町
の

代
表
と
し
て
選
手
は
練
習
に

励
ん
で
お
り
、
関
係
者
か
ら

は
、
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
整
備
・
補
修
の
要
望
が
あ

る
。
今
後
の
整
備
計
画
は
。

　

ま
た
、
町
に
は
公
式
試
合

の
で
き
る
施
設
が
ほ
と
ん
ど

な
い
。
郡
総
合
体
育
大
会
も

他
町
の
施
設
を
借
り
て
の
開

催
と
な
る
。
10
年
後
に
は
、

第
80
回
国
民
体
育
大
会
が
青

森
県
で
開
催
さ
れ
る
。
こ
の

記
念
す
べ
き
大
会
に
合
わ
せ
、

誘
致
、
サ
ブ
施
設
と
し
て
、

総
合
体
育
館
の
整
備
計
画
の

予
定
が
あ
る
の
か
。

　

今
年
度
か
ら
集
会

所
が
水
郷
館
に
集
約

さ
れ
、
避
難
施
設
に

指
定
さ
れ
た
施
設
が
な
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
域
住

民
か
ら
不
安
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

　

地
元
の
福
祉
施
設
は
、
平

成
25
年
４
月
に
町
と
福
祉
避

難
所
の
確
保
に
関
す
る
協
定

書
を
締
結
し
て
い
る
。
こ
れ

を
地
域
住
民
も
緊
急
災
害
時

に
は
避
難
で
き
る
よ
う
に
協

定
を
締
結
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

避
難
所

の
充
実
に
つ
い
て
、

金
山
沢
地
区
は
、
洪

町
長　

現
有
し
て
い

る
２
施
設
に
つ
い

て
、
改
築
後
30
年
以

上
経
過
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
施
設
の
補
修
の
必
要
性

は
感
じ
て
い
る
。
現
在
、
維

持
管
理
に
必
要
な
補
修
を
行

い
な
が
ら
活
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
同
様
に
、
屋
外

の
施
設
に
つ
い
て
も
必
要
な

補
修
を
行
い
な
が
ら
、
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
な
ど
の
現
有
施
設
を
有
効

活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

　

公
式
試
合
可
能
な
総
合
体

育
館
な
ど
の
今
後
の
整
備
計

画
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
財

政
の
健
全
化
に
配
慮
し
つ

つ
、
と
い
う
こ
と
を
第
一
に

考
え
、
ま
た
、
地
域
社
会
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
検

討
を
進
め
る
。

　
　
　
　

道
仏
、
階
上
両
中

　
　
　

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

　
　
　

ド
、
特
に
野
球
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
内
野
付
近
に
水
た

教
育
長　

学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
水
た
ま
り

に
つ
い
て
、
毎
年
春

先
に
砂
な
ど
の
散
布
や
利
用

後
の
整
備
用
砂
を
用
意
し
対

応
し
て
い
る
。
来
年
春
の
整

備
の
際
に
も
、
状
況
を
勘
案

し
な
が
ら
対
応
す
る
。

　

総
合
体
育
館
等
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
と

し
て
も
財
政
の
健
全
化
に
配

慮
し
つ
つ
、
地
域
社
会
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

総
合
政
策
課
長　

現

在
、
平
成
27
年
度
公

共
施
設
等
の
総
合
管

理
計
画
の
策
定
と
、
固
定
資

産
台
帳
の
整
備
に
着
手
し
て

い
る
。

　

28
年
度
は
、
個
別
の
施
設

に
つ
い
て
計
画
を
策
定
し
、

29
年
度
よ
り
実
施
す
る
。
体

育
施
設
等
に
つ
い
て
も
、
あ

わ
せ
て
今
後
検
討
す
る
。

道中グラウンド

金
山
沢
地
区
の
避
難
場
所
の
確
保
は

町
長
／
関
係
各
位
と
連
携
・
協
力
の
も
と

　
　
　

前
向
き
に
検
討
す
る

町
長　

町
で
は
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
、
自

助
、
共
助
、
公
助
の
理
念
の

も
と
に
、
地
域
、
事
業
所
等

と
行
政
と
の
３
者
の
連
携
・

協
力
に
よ
り
、
防
災
体
制
の

強
化
を
図
る
こ
と
を
方
針
と

し
て
い
る
。
町
内
13
福
祉
法

人
等
の
間
に
お
け
る
避
難
所

の
確
保
に
関
す
る
協
定
締
結

を
は
じ
め
と
し
た
、
各
分
野

水
や
土
石
流
の
関
係
で
避
難

で
き
る
施
設
が
な
い
と
の
こ

と
で
、
町
も
危
惧
し
て
い
る

所
で
あ
る
。
提
案
の
件
は
積

極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

前
向
き
な
検
討
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
す

る
。
地
区
に
は
河
川

も
あ
り
大
雨
等
に
よ
る
土
砂

災
害
も
危
惧
さ
れ
る
。
地
元

住
民
の
不
安
を
解
消
す
る
う

え
で
も
、
早
期
に
対
応
し
協

定
締
結
を
お
願
い
す
る
。

に
お
け
る
60
の
協
定
書
の
締

結
に
よ
り
災
害
時
の
体
制
、

整
備
に
努
め
て
い
る
。

　

地
元
福
祉
施
設
と
町
と
に

よ
る
災
害
時
の
支
援
協
定
に

つ
い
て
も
関
係
各
位
と
連

携
・
協
力
の
も
と
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

ま
り
が
あ
り
、
一
般
開
放
す

る
う
え
で
も
、
早
急
な
補
修

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
管
理
計

画
を
想
定
し
て
い
る
と
伺
っ

て
い
る
。
本
計
画
内
に
、
体

育
館
や
学
校
施
設
等
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
体
育
施
設
の
短
期
、

中
長
期
の
整
備
の
考
え
方

は
。
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総
合
政
策
課
長　

現

　
　
　

在
、
総
合
戦
略
の
中

　
　
　

で
実
施
し
て
い
る
新

築
工
事
費
の
１
％
、
上
限

30
万
円
の
補
助
に
、
子
育
て

世
帯
に
対
す
る
優
遇
措
置
等

も
検
討
し
て
い
る
。
併
せ

て
、
そ
の
他
の
施
策
を
検
討

し
な
が
ら
販
売
促
進
を
し
て

い
く
。
ま
た
、
イ
ン
パ
ク
ト

あ
る
施
策
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
。

　

総
合
戦
略
へ
の
掲
載
に
つ

い
て
は
、
素
案
を
策
定
中
で

あ
り
検
討
す
る
。

町
財
政
の
今
後
の
見
通
し
は

　
　
　
　

町
長
／
町
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
、
要
望
等

　
　
　
　
　
　
　

バ
ラ
ン
ス
を
図
り
財
政
運
営
に
努
め
る

　
　
　
　

全
国
的
に
地
方
自

　
　
　

治
体
の
財
政
状
況
は

　
　
　

厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
平
成
26
年
度
決
算

後
の
町
債
残
高
は
76
億
円
、

基
金
残
高
が
21
億
円
、
経

常
収
支
比
率
（
注
１
）
93･

２
％
。
実
質
公
債
費
比
率

（
注
２
）
13
・
１
％
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
４
項
目
の

27
年
度
と
３
年
後
の
見
通
し

は
。

（
注
１　

経
常
収
支
比
率
＝

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
表
す

指
標
）

駅前中央団地

駅
前
中
央
団
地
の
販
売
促
進
に
つ
い
て

町
長
／
町
の
総
合
戦
略
と
関
連
付
け
て
、
施
策
を
展
開
す
る

町
長　

一
般
会
計
の

町
債
残
高
は
、
平
成

27
年
度
は
約
75
億
９

千
万
円
、
３
年
後
の
30
年
度

は
約
66
億
５
千
万
円
の
見
込

み
。
基
金
残
高
（
財
政
調
整

基
金
）
は
、
27
年
度
は
約
13

億
２
千
万
円
、
30
年
度
は
約

７
億
１
千
万
円
の
見
込
み
。

経
常
収
支
比
率
は
、27
年
度
、

30
年
度
と
も
に
約
94
％
の
見

込
み
。
実
質
公
債
費
比
率

　
　
　
　

平
成
27
年
度
歳
出

　
　
　

予
算
で
は
町
の
公
債

　
　
　

費
（
借
金
返
済
）
は

８
億
数
千
万
円
、
歳
入
予
算

で
は
、
町
債
（
借
金
）
が
６

億
数
千
万
円
、
基
金
（
貯

金
）
の
取
崩
し
が
５
億
数
千

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ

数
年
の
基
金
の
取
崩
し
額
は

４
～
５
億
円
で
あ
る
。
３
年

後
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は

約
７
億
円
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
新
た
な
町
債
発
行
と
基

金
の
取
り
崩
し
に
は
細
心
の

注
意
が
必
要
で
、
財
政
健
全

化
を
図
る
財
政
指
標
を
考
慮

し
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
予
算
編

成
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

総
合
政
策
課
長　

町

債
残
高
、
基
金
、
経

常
収
支
比
率
、
実
質

公
債
費
比
率
等
に
つ
い
て
は

密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

　

今
後
、
町
民
へ
の
サ
ー
ビ

ス
、
要
望
等
と
、
財
政
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
財

政
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

（
注
２　

実
質
公
債
費
比
率

＝
町
全
体
の
借
金
返
済
の
程

度
を
表
す
指
標
）

は
、
27
年
度
が
約
12
％
、
30

年
度
は
11
・
２
％
の
見
込
み

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

駅
前
中
央
団
地
の

　
　
　

販
売
後
30
年
が
経

　
　
　

過
。
そ
の
後
分
譲

価
格
を
見
直
し
再
度
販
売
す

る
も
残
区
画
数
12
の
う
ち
１

区
画
の
み
が
売
れ
、
残
り
11

区
画
と
な
り
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

　

第
４
次
総
合
振
興
計
画
後

期
計
画
に
定
住
の
促
進
が
加

え
ら
れ
、
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、「
駅
前
中
央
団
地

の
早
期
完
売
」
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
人
口
減
少
対
策
や

駅
前
地
区
の
地
域
活
性
化
の

た
め
に
も
早
期
完
売
が
必
要

と
考
え
る
。
７
年
間
販
売
が

進
ま
な
か
っ
た
原
因
、
ま
た

販
売
促
進
の
具
体
的
な
施
策

は
。

　
　
　

町
長　

駅
前
中
央
団

　
　
　

地
は
、
昭
和
58
年
に

　
　
　

旧
道
仏
中
学
校
跡
地

を
造
成
し
35
区
画
で
販
売
。

平
成
19
年
度
に
は
、
一
部
を

町
営
住
宅
団
地
に
転
用
し
、

現
在
11
区
画
が
残
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

人
口
減
少
対
策
は
、

　
　
　

新
郷
村
の
例
を
見
る

　
　
　

ま
で
も
な
く
他
町
村

と
の
競
争
の
様
相
と
も
み
ら

れ
る
。
そ
の
一
歩
が
駅
前
中

央
団
地
の
「
早
期
完
売
」
で

あ
り
、
大
胆
で
イ
ン
パ
ク
ト

あ
る
施
策
が
必
要
。「
階
上

町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
も
「
駅
前
中
央

団
地
の
早
期
販
売
」
を
入
れ

て
、
効
果
的
な
施
策
か
ら
優

先
順
位
を
つ
け
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
り
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に

タ
イ
ム
リ
ー
な
施
策
を
実
施

す
べ
き
で
は
。

　

こ
れ
ま
で
町
有
財
産
活
用

検
討
委
員
会
等
の
提
言
等
も

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
駅
前
中
央
団
地

の
立
地
や
価
格
、
ま
た
そ
の

時
の
景
気
や
人
口
減
少
等
の

要
素
が
関
係
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
、
原
因
の
特
定
は
困

難
で
あ
る
。

　

今
後
、
販
売
を
促
進
す
る

た
め
、
移
住
者
や
子
育
て
世

帯
に
対
す
る
優
遇
制
度
等
、

町
の
総
合
戦
略
の
施
策
と
関

連
付
け
な
が
ら
施
策
を
展
開

し
て
い
く
。
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１
日　
お
い
ら
せ
町
誕
生
10
周
年
記
念
式

典

６
日　
三
戸
郡
町
村
議
会
議
員
研
修
会

７
日　
見
心
園
秋
ま
つ
り

８
日　
階
上
小
学
校
創
立
１
４
０
周
年
記

念
式
典
並
び
に
祝
賀
会

10
日　
第
７
回
臨
時
会
本
会
議

10
日　
議
員
全
員
協
議
会

11
日　
第
59
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

11
日　
郡
町
村
議
会
議
長
県
外
行
政
視
察

研
修
（
～
14
日
）

12
日　
は
し
か
み
い
ち
ご
煮
祭
り
第
２
回

役
員
会

16
日　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
学
校
視
察

　
　
　
（
～
17
日
）

18
日　
議
員
全
員
協
議
会

24
日　
知
事
を
囲
む
行
政
懇
談
会

24
日　
町
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

25
日　
全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
議
員

連
盟
青
森
県
加
入
市
町
村
議
会
議

長
会
議

26
日　
議
会
報
告
会
【
１
日
目
】

27
日　
町
社
会
福
祉
大
会

１
日　
臥
牛
山
ま
つ
り
実
行
委
員
会
・
運

営
委
員
会
合
同
会
議

１
日　
は
し
か
み
い
ち
ご
煮
ま
つ
り
実
行

委
員
会
・
運
営
委
員
会
合
同
会
議

３
日　
議
会
運
営
委
員
会

６
日　
町
連
合
婦
人
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
演
芸

発
表
会

８
日　
第
８
回
定
例
会
本
会
議

８
日　
議
員
全
員
協
議
会

10
日　
第
８
回
定
例
会
本
会
議

10
日　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

10
日　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

10
日　
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
議
会
議
員
協
議
会

11
日　
第
８
回
定
例
会
本
会
議

17
日　
見
心
園
福
祉
懇
談
会

18
日　
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
議
会
定
例
会

22
日　
大
蛇
さ
ざ
波
歩
道
橋
渡
橋
式

24
日　
道
仏
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
結
成
式

４
日　
町
表
彰
条
例
表
彰
授
与
式

11　
月

12　
月

１　
月

第
８
回
定
例
会
の
議
案
の
中
か
ら
、

質
疑
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　
松
尾
國
治
議
員

◆
漁
港
維
持
工
事
に
つ
い
て

　
　

大
蛇
漁
港
維
持
工
事
の
転
石
撤
去
に
つ

い
て
、
ど
う
い
う
方
法
で
撤
去
す
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
の
工
事
日
程
は
。

　
　

建
設
課
長　

陸
上
か
ら
ク
レ
ー
ン
で
引

き
上
げ
と
い
っ
た
形
の
撤
去
で
、
１
９
４
万

４
千
円
の
予
算
を
計
上
し
た
。
予
算
が
可
決

後
、
部
会
と
相
談
し
な
が
ら
速
や
か
に
撤
去

し
航
路
を
確
保
し
た
い
。

答 問

転石撤去工事の状況

宗
前
元
議
長
逝
去

　
元
町
議
会
議
長
の
宗
前
勝
雄
さ
ん
（
85

歳
）
が
、
12
月
10
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
50
年
４
月
か
ら
20
年
間
議
員
と

し
て
、
ま
た
平
成
３
年
５
月
か
ら
４
年
間

第
11
代
議
長
と
し
て
、
町
の
発
展
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
故
人
の
ご
功
績
を
し
の
び
、
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

27
日　
議
会
報
告
会
【
２
日
目
】

４
日　
新
年
互
礼
会

５
日　
八
戸
建
築
組
合
階
上
支
部
定
時
総

会

８
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

10
日　
町
消
防
団
出
初
式

10
日　
町
成
人
式

11
日　
洋
野
町
誕
生
10
周
年
記
念
式
典

12
日　
町
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

14
日　
町
商
工
会
新
年
懇
談
会

15
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

22
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

24
日　
元
町
消
防
団
副
団
長
石
橋
國
夫
氏

瑞
宝
単
光
章
受
章
祝
賀
会

27
日　
郡
議
長
会
視
察
研
修
（
～
29
日
）

29
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
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　11月６日、三戸町で開催された「三戸郡町村議
会議員研修会」に、議員14人が参加。
■ 講師　八戸市長　小林　眞　氏
■ 演題　「八戸市のまちづくりと広域連携」に
　　　　 ついて

議 会 だ よ り 編 集 委 員 会

番号 支払区分 支払月日 支　　　払　　　内　　　容 支出金額

1 会　費 11月 8 日 階上小学校創立 140 周年記念式典並びに祝賀会 5,000円

2 会　費 12月17日 見心園福祉懇談会 3,000円

3 会　費 1 月24日 元町消防団副団長石橋國夫氏瑞宝単光章受章祝賀会 5,000円

番号 支払区分 支払月日 支　　　払　　　内　　　容 支出金額

1 祝　金 1 月 5 日 八戸建築組合階上支部定時総会 3,000円

2 祝　金 1 月14日 町商工会新年懇談会 3,000円

　11月26・27日の２日間、４会場で議会報告会を開催しました。
　当日は天気が悪かったにもかかわらず、ご参加いただいた町民の皆様に、議会活動等に関することを報
告することができました。報告後は、町民の皆様からたくさんの質問や提言等もあり、活発な意見交換が
行われました。
　報告会の詳細は次号でお伝えいたします。

◇
今
月
号
の
編
集
委
員（
３
人
）

・
大
江　

和
夫　

議
員

　
　
　
　
　

（
産
業
建
設
）

・
濵
谷　

貴
樹　

議
員

　
　
　
　
　

（
総
務
財
政
）

・
大
下　

修　

議
員

　
　
　
　
　

（
教
育
民
生
）

◇
編
集
委
員
会
の
開
催

　

・
第
１
回　

１
月
８
日

　

・
第
２
回　

１
月
15
日

　

・
第
３
回　

１
月
22
日

　

・
第
４
回　

１
月
29
日

三 戸 郡 議 会 議 員 研 修

第 ３ 回 議 会 報 告 会



　 はしかみ議会だより　No.24 （⓾）

　11月16・17日の2日間にわたり、教育民生常任委員と教育委員による学校視察が行われました。
　１日目は、道仏中学校 → 小舟渡小学校 → 道仏小学校 → 階上中学校、２日目は、階上小学校 → 石鉢小学校 → 赤保
内小学校 → 大蛇小学校を訪問。
　各学校内を一巡し、授業の様子や校内環境を視察。また、学校運営方針や学校施設の状況などの説明を受けました。

【２日目  11月17日(火)】
【児 童 数】 17人（前年より１人減）
　　　　　　４学級（うち複３、特１）教職員等８人

【教育目標】 夢に向かって　努力する子
【努力目標】 ⑴進んで学習する子　⑵思いやりのある子

⑶じょうぶな体をつくる子
【めざす学校像】 誰にでも認められ、愛される階上小

学校
⑴子どもを大切にする学校
⑵地域から信頼される学校
⑶毎日楽しく登校（通勤）できる学校
⑷校内外が整美・整備された学校

【児 童 数】 245人（前年より17人減）
　　　　　　12学級（うち特３）教職員等23人

【教育目標】 拓く子
【努力目標】 ⑴みんなとなかよくしよう

⑵自分で考え学び合おう
⑶健康な体をつくろう

【めざす学校像】
『子どもと教師と保護者が、生き生きと活動する学校』

【児 童 数】 193人（前年より12人減）
　　　　　　８学級（うち特２）教職員等17人

【教育目標】 めあてにむかって挑戦する子
【努力目標】 ⑴進んで学ぼう

⑵みんなとなかよく活動しよう
⑶健康な体をつくろう

【めざす学校像】 明るく楽しい学校
⑴子どもが楽しく登校する学校
⑵保護者が安心して通わせる学校
⑶教職員がやりがいのある学校

【児 童 数】 53人（前年より２人増）
　　　　　　５学級（うち複１）　教職員等11人

【教育目標】 学習する　なかよくする　きたえる
【努力目標】 ⑴自ら学び、表現する子

⑵なかよく助け合う子
⑶すすんで運動する子

【めざす学校像】
『みんなが生き生きと活躍できる、温かさあふれる学
校』

階
上
小
学
校

石
鉢
小
学
校

赤
保
内
小
学
校

大
蛇
小
学
校



　 はしかみ議会だより　No.24（⓫）

委員会活動
教育民生常任委員会 町内学校視察

【１日目  11月16日(月)】 （児童・生徒数は、5月1日現在。複＝複式学級、特＝特別支援学級）

【生 徒 数】 99人（前年より10人減）
　　　　　　５学級（うち特２）教職員等16人

【教育目標】 ＜夢をつかもう＞
自ら学ぶ生徒　　心豊かな生徒　　粘り強い生徒

【努力目標】 ⑴目標を持ち、進んで学習する生徒
⑵思いやりの心をもち、自他の向上に努める生徒
⑶心身を鍛え、最後まであきらめない生徒

【めざす学校像】 ⑴真剣に学習に取り組み、教室が活
気に満ちあふれている学校　⑵生徒同士仲がよく、生
徒会活動等が活発である学校　⑶元気なあいさつが飛
び交い、歌声が響き渡る学校　⑷保護者、地域から信
頼される学校

【児 童 数】 19人（前年より５人減）
　　　　　　４学級（うち複２、特１）教職員等８人

【教育目標】 思いやる子　　学ぶ子　　きたえる子
【努力目標】 ⑴認め合い　助け合う子 [道徳性]

⑵よく考え　自ら学習する子 [学力]
⑶健康で　たくましい子 [体力]

【めざす学校像】 ⑴楽しく活気に満ちた学校（歌声、
音読の声、歓声）⑵豊かなかかわり合いのある学校　
⑶教育環境が整備されている学校　⑷保護者や地域か
ら信頼される学校

【児 童 数】 85人（前年より15人減）
　　　　　　７学級（うち特１）教職員等13人

【教育目標】 夢と希望をもち、努力しチャレンジする子
【努力目標】 ⑴はきはきと発表する子

⑵友だちを大切にする子
⑶健康に関心をもち進んで運動する子

【めざす学校像】 ⑴一人一人が大切にされ、笑顔があ
ふれる学校　⑵子どもたちが個性と力を発揮し、いき
いきと活動する学校　⑶地域とともに歩み、保護者や
地域に信頼される学校　⑷環境が整備され、気持ちよ
く安全に過ごすことができる学校

【生 徒 数】 297人（前年より12人増）
　　　　　　12学級（うち特２）教職員等27人

【教育目標】 学びを追求し自己を高める人間
集団生活の向上に努める人間
健康で安全な生活ができる人間

【努力目標】 ⑴意欲的に学び、自分の能力を伸ばそう
⑵互いに協力し合い、規律ある生活をしよう
⑶健康・安全に努め、心身の充実を図ろう

【めざす学校像】 ＜誇りの持てる学校＞
⑴安心して生活できる静かな学校　⑵皆が生き生きと
活動している学校　⑶どの教室でも誰もが夢中になっ
て学んでいる学校　⑷自然な挨拶が交わされ歌声が響
く学校　(5)清潔でうるおいとやすらぎの感じられる学
校

道
仏
中
学
校

小
舟
渡
小
学
校

道
仏
小
学
校

階
上
中
学
校
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　新年おめでとうございます。本年も
よろしくお願いします。
　議会だよりも24号の発刊となります。
これからも、よりわかりやすい議会だ
よりに努めたいと思います。
　今後も議会活動にご理解を賜りたい
と思います。　（大江・濵谷・大下）

はしかみ議会だよりは 4,650 部作成し、印刷経費は 1 部当たり 68.2 円です。

・第 7 回臨時会
11月10日（３人）

・第 8 回定例会
（平成27年12月）
12 月 8 日（３人）
12月10日（19人）
12月11日（２人）

議会傍聴者数

区長に聞く⑦
～追越行政区～集

特
集
特

三地区敬老会の様子

　

階
上
町
で
は
、
19
の

全
行
政
区
で
、
ま
ち
づ

く
り
計
画
を
つ
く
り
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
期
間
は
、
20
～

29
年
度
の
10
年
間
、
25

年
度
か
ら
後
期
計
画
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
追
越
行
政

区
の
中
島
孝
一
区
長
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　

大
震
災
（
平
成
23
年
）

の
日
か
ら
約
２
週
間
後
の
町

内
会
総
会
で
町
内
会
長
に
選

出
さ
れ
、
４
月
に
町
よ
り
行

政
委
員
（
区
長
）
を
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

域
に
あ
り
、
大
蛇
小
学
校
学

区
の
三
地
区
（
大
蛇
・
荒
谷
・

追
越
）
の
ひ
と
つ
で
す
。
三

地
区
で
は
共
同
し
て
、
新
集

会
所
や
ア
ス
ナ
公
園
を
管
理

し
、
敬
老
会
、
夏
祭
り
や
防

災
訓
練
を
開
催
し
、
運
動
会

に
参
加
す
る
な
ど
多
く
の
こ

と
を
一
体
と
な
っ
て
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
地
域
は
、
東

日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り

大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た

が
復
旧
し
、
25
年
５
月
に
被

災
し
た
海
岸
が
三
陸
復
興
国

立
公
園
区
域
に
、
県
道
な
ど

が
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

ル
ー
ト
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
12
月
に
は

Ｊ
Ｒ
八
戸
線
大
蛇
駅
に
三
地

区
の
永
年
の
願
い
で
あ
っ
た

鉄
道
跨
線
橋
﹃
大
蛇
さ
ざ
波

歩
道
橋
﹄
が
完
成
し
、
大
蛇

小
学
校
と
周
辺
及
び
海
岸
か

ら
の
津
波
避
難
路
が
確
保
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
を

礎
と
し
て
こ
の
地
域
は
少
し

ず
つ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

　
　

前
期
計
画
で
は
、
ど
ん

な
こ
と
を
行
い
ま
し
た
か
。

　
　
﹃
思
い
や
り
の
心
と
笑

顔
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
﹄

を
目
指
し
、
雨
水
排
水
路
の

新
設
や
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
増
設
、
自
主
防
災
会
の
組

織
化
と
三
地
区
合
同
防
災
訓

練
の
実
施
、
ま
た
住
民
親
睦

の
た
め
の
施
策
と
し
て
日
帰

り
バ
ス
旅
行
を
始
め
ま
し
た
。

　
　

後
期
計
画
の
お
も
な
取

り
組
み
は
。

　
　

当
行
政
区
に
お
い
て
も

少
子
高
齢
化
・
核
家
族
化
の

進
行
と
人
口
減
少
が
町
内
活

動
を
阻
害
し
活
力
を
減
退
さ

せ
て
い
ま
す
。
人
口
は
昭
和

30
年
頃
の
レ
ベ
ル
ま
で
落
ち
、

な
お
減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
世
帯
人
数
も
７
人
強
か

ら
現
状
（
24
年
現
在
）
で
は

２
・
６
人
に
ま
で
減
り
、
最

近
は
一
人
あ
る
い
は
高
齢
者

　
　

議
会
や
議
会
広
報
へ
の

意
見
・
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　
　

議
会
に
は
、
し
っ
か
り

と
町
の
現
状
を
見
据
え
、
大

所
高
所
か
ら
町
民
と
町
の
将

来
の
た
め
に
進
む
べ
き
方
向

を
示
し
導
い
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

（
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。）

　
　

区
長
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
。

中島孝一 区長

公園の草刈りをする住民

　
思
い
や
り
の
心
と

笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
　

　
　

追
越
行
政
区
は
ど
ん
な

と
こ
ろ
で
す
か
。

　
　

追
越
行
政
区
は
、
東
部

地
区
の
太
平
洋
に
面
し
た
、

二
人
の
世
帯
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
大
家
族
時
代
に
は
家

族
で
助
け
合
い
何
事
に
も
対

処
出
来
た
こ
と
が
、
現
在
で

は
災
害
時
は
も
と
よ
り
日
常

の
生
活
に
お
い
て
も
、
近
隣

が
助
け
合
い
支
え
合
わ
な
く

て
は
対
処
し
て
行
け
な
い
時

代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
後
期
計
画
で
は
、
前
期
と

同
様
に
諸
施
策
を
継
続
す
る

と
同
時
に
、
班
の
住
民
を
ひ

と
つ
の
大
き
な
家
族
と
見
立

て
、
新
班
長
が
家
長
と
な
り

家
長
を
中
心
に
し
て
﹃
お
互

い
様
・
や
れ
る
人
が
や
れ
る

こ
と
を
や
る
・
や
れ
る
時
に

や
る
﹄
を
基
本
に
近
隣
で
助

け
合
う
絆
の
強
い
班
に
し
た

い
と
、
班
組
織
と
意
識
改
革

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
す
。

朝
日
と
潮
騒
に
包
ま
れ
た
地


